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Abstract
We are now fabricating the S-band accelerator guides for KEKB injector upgrade. Previous to the 

fabrication, we obtained various parameters for the accelerator guide design，Briliouin diagrams, 
group velocity, dimensions of 2h. We have tested the bead-pull method for the phase-distribution 
measurement. We measured 9-cavity model with a constant impedance structure, and the result was in 
good agreement with that of Nodal-shift technique.

K E K B入射器用SハV ド加速管の製作

1 . はじめに

KEK/PF電子陽電子線形加速器では，Bファ外リ-  
計画に向けた改造において新規に約70本の加速管 

を製造する(表 1 ) .この加速管は，2856MHz，30でで 

運転される2冗/3モ- ド進行波準定電界型である• [1] 
通常の定電界型加速管では，各セルでの加速電界 

強度が一定となるようにディスク孔径(2a)を変化させる 

が，準定電界加速管ではT ィスク孔径を一定の間隔 

で小さくしていく.新加速管も従来と同じく 75/xm間 

隔とした. また製造法も従来通り電鋳法を用いる. [2j31 
電鋳法の利点としては，加速空洞に変形を加えない， 

熱を加えないで空洞を一体化するため変形が少な 

い，スリムで軽いこと等がある.
今回，従来用いてきた基準空洞が傷んできたこと 

もあり，改めて複数の基準空桐を作り直し，分散曲 

線を測定して2a-幼曲線等を求めた.さらに全タイプ 

の加速管用カプラーの寸法も見直すことにした•
また，加速管の位相調整にはNodal-shift法を用 

いているが，最近では非共振摂動理論[4?5]に基づく 

ビ- ド摂動法の適用が試みられている.[6’7 3本方法 

の利点としては，加速管の内部を汚さない，定電界 

型加速管ではセルNo•による離調効果に差が生じな 

い等がある• そこで我々も本方法の適用を考え，予 

備実験を行った.

2. 2 a - v g ， 2a-2b 曲線

分散曲線は2a-vg 曲線を求める際に必要なテ，ータ 

である. 今回は2aの異なる8種類の6セル基準空洞を

表 1 KEKB入射器用加速管.

type 第 1ディスク孔径 
2a (mm)

最終ディスク孔径 

2a (mm)

加速 

空洞数

Ao 26.975 24950 27

A 24.950 20.900 54

B 24.650 20.600 54

C 24.350 20.300 54

D 24.050 20.000 54

E 23.750 19.700 54

製作して分散« 線を測定した• 図 1 に 2a-vg，2a-2b 
曲線を示す• 従来の値と比べると，2a-vg 曲線ではほ 

ぼ同じ値となったが(2a>25.0を除く），2«-劝曲線で 

は最大で約14声！程度の差がでた。この理由として 

は，工作精度，測定精度の違いによるものと考えら 

れる• この曲線を元にして，電鋳芯力効果，温度効果 

等を考慮し，加工するV )寸法を決定した. また，加 

速管の位相測定は，加速管の5力所で測定した温度 

の差がO .lC以下となる状態で行っている.

3 . カプラー内電場分布の非対称補正

カブラーは図 2 の様な構造を持ち，三日月型カップ 

は電磁場の非対称性を補正するために設ける. カフ• 
ラ- の設計/調整にはKyhl法を用いた. [8]

例としてC-type入力侧カフ。ラー(2fl=24.350mm) 
の結果を示す. 図 3 は K yhl法，図 4 は VSWRの 

測 定 結 果 で あ る （管 は 7 セルの CI(Constant 
Impedance)管を用いた）. VSWRは 1.07であった.
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図 1 2  “-Vg，如-幼曲線 .

また，電場分布の測定は非共振摂動理論に基づ

く ヒ ト ’ 摂動法を用いて行った . AE(x= 土 

8mm)/E(x=0mm)は 1%以下にする事を目標とした. 
図 5 に測定結果を示す（黒-三日月付，白-三日月 

無）。AE(x= 士8mm)/E(x=0mm)は，6.18% であったも 

の が 0.21%となっている• また位相は，L07°から 

0.21°となった•
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図 2 カブラーの断面図. 図 5 C-type入力侧カフ7- の電場分布.



5. If-ド摂動法による位相特性測定 6. まとめ
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図 7 位相 (Nodal-shift).

(a) Siip-Sna (p:ビース♦有， a:ビース*無) .

46 

44 

3 42 

40 

38 

36
0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

セルNo. 
( b )位相 .

図 6

図 8 E -type加速管の位相特性 .
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9セルのC I管 (Ar _>eカグラ- 使用）を用いて予備 

試験を行い，No偏 -sh ift法との比較を行った-測定 

にはs外 径 0.46mm,内径 0,25mm, 長さ5Am mの 

needle(SUS304)を使用し, 軸方向に 34.99mmの間 

隱で動かした（手ビ -ド摂動法 の 測 定 結 果 を 図  

6， Nodal-shift法の測定結果を図7 に示す -その 

結果 A 0の標準偏差は，ビ- ド摂動法では0=0.81 ' 
Nodal-shift法では cj=0.89。となり,ほぼ一致すること 

がわかった. よって次の段階では，2mの加速管で測 

定を行う予定である.

昨年度後半より加速管の量産を関始したが，それ 

に先立ち，2n-vg _ 線，2a^2b曲線等の基準ハ9ラメ-タ 
を改めて求め直した.またAグラ-試験もほぼ終了し， 

電磁場の非対称性は全カフ，- で改善されている• 
参考として現在までに製作された加速管の内，E- 
typeの 1 例について，Nodai-shift法の測定結果(電 

鋳前）を図 8 に示す。A 0の標準偏差はd=0.99。， 
VSWR=1.06 である.

また，ビード摂動法とNodaS-shift法との位相特性 

は，予備試験の結果ではほぼ一致した•
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